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１．研究計画の概要 

地震破壊がどのように成長し、どのように
伝播し、どのように停止するのかは、断層の
形状、断層に働く応力場、それに、断層面の
性質で規定される。現実の微細な断層構造を
測定する事がきわめて困難である事から、地
震の動的破壊の研究に、断層の微細構造のデ
ータはあまり用いられてこなかった。一方、
断層の地質学的調査から、巨大地震であって
もたかだか幅１センチ以内の非常に狭い厚
さの領域において断層破壊が生じている事
が明らかになっており、巨大地震の破壊過程
の物理を考える際、マクロなスケールのみに
基づいた議論では、幅 1 センチの内部で生じ
ている現象を見落とす可能性がある。本研究
は、断層の微細構造が、地震の動的破壊伝播
にどのような影響を及ぼすかを調べること
を主目的とする。断層のミクロな構造が、マ
クロな地震破壊伝播にどのような影響を及
ぼすかを、実際に存在する断層構造を用いて
数値シミュレーション手法によって調べる。
実際に存在する断層を考慮した破壊を計算
機上で再現する事により、これまでの単純な
断層構造に基づいた地震破壊モデルを、より
現実的なモデルへと高度化する事ができる。
断層の微細構造(ミクロな構造) が、断層破壊
(マクロな破壊) にどのような影響を及ぼす
かを調べ、断層破壊のミクロな側面とマクロ
な側面がどのように結びついているかを理
解することを目指す。 

本研究では、1) 工業用 CT スキャナを利
用して、より詳細な断層の 3 次元構造を求め
る。2) 推定した断層構造をもとに断層の動的
破壊伝播モデルを構築する。さらに、3) 構築
した断層破壊伝播モデルをもとに、断層の微

細構造が破壊の進展にどのような影響を及
ぼしているのかを調べ、実際の大地震との関
係を調査する。 
 
２．研究の進捗状況 

跡津川断層掘削によって得られた断層コ
アサンプルの CT 画像から、3 次元的断層モ
デルの構築を行った。コアをスライスした
CT 画像(２次元断面)から断層線を特定し、そ
の線を隣り合うスライスごとに 3次元的につ
なげていくことで、3 次元断層モデルを構築
した。断層面は、ほぼ並行した 2 枚の面から
成り、それをつなぐように、小断層群が発達
している構造を呈していた。この 3 次元断層
構造を抽出し、境界積分方程式法による動的
破壊伝播のシミュレーションを行った。2 枚
の断層が同時にすべることが可能な応力場
を設定し、破壊伝播における小断層群の影響
を調べた。小断層群が存在することにより、
断層は、よりスムーズに伝播することがわか
ったが、小断層群なしでも 2 枚の断層上を破
壊伝播する。2 枚の断層にはさまれて存在す
る小断層群は、破壊伝播の過程において生成
された断層である可能性があることがわか
った。 

2008 年 に 中 国 四 川 省 で 発 生 し た
Wenchuang 大地震の初期破壊部分は、跡津
川断層コアサンプルから得られた断層構造
とスケールこそ違うものの、形状が酷似して
いることがわかった。そこで、コアサンプル
から得られた断層破壊モデルで得られた知
見を生かし、Wenchuang 地震の発生モデル
の構築を行った。この地震は、断層近傍にお
いて地震記録が得られているため、どの断層
がどのタイミングですべったかが、観測デー



タから押えられる。その結果、2 枚の並行な
逆断層は、ほぼ同時にすべっていることがわ
かった。今後、このすべりモデルに基づき、
動的破壊伝播モデルを構築していく予定で
ある。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 

当初計画の「1) 3 次元断層モデルの構築」
および「2)動的破壊伝播モデルの構築」は、
平成 19、20 年度で終了し、平成 21 年度はそ
の成果をもとに、断層構造が酷似している
2008 年 Wenchuang 地震の断層モデル構築
を行っている。ほぼ、当初の目的を達成して
いると言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度の平成 22 年度においては、断層
の微細構造を考慮した Wenchuang 地震の動
的破壊伝播モデルを構築する予定である。こ
こで、ミクロな構造とマクロな構造の違いが
より詳細に議論できるものと考えられる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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